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第5条奨の構輩
　構造耐力上主要な部分である梁は，次の各号に定め

る構造としなければならない。

1・複筋梁とし，これにあばら筋を梁り丈の4分の3

　以下で，且つ，あばら筋の径の45倍以下ρ間隔に

　配置すること。但し，壁の一部を梁とする場合（以

　下これを壁梁という）は，壁の縦筋をあばら筋の一

　部として用いることができる。

2．階数2以下の建築物におけるあばら筋は径は4

　mm以上の鉄線とすることができる。この場合，あ

　ばら筋の間隔は前号の規定による。

3・屋根若しくは床（最下階の床を除く。）が木造であ

　る場合又は剛性が少い組立鉄筋コソクリート造の床

　である場合は，各階に次の各号に規定する壁梁を設

　けなければならない。

　イ，壁梁の有効幅は，対隣壁間の中心距離の20分

　　の1以上とすること。ここに対隣壁とは壁に相隣

　　つて接着する二つの耐力壁（壁の長さが高さの

　　30％以上で，その基礎及び梁がこれらに接する壁

　　の基礎及び梁に連続し，且つ，その構造が第2条

　　の規定に適合する挫壁を含む）又は剛なラt・一・メン

　　をいう。

　　　壁梁の幅は，その部分の壁の厚さ以上とする。
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5・（1）主筋の配筋法とあばら筋の最大間隔

　　　　　　　　　　　　　　（本文省略）

5・（2）あばら筋の最小径　　　　（本文省略）

5・（3）壁　　　梁

　第1条第2項，第3項の解説の冒頭において強調した

ように壁式構造はラーメソ構造に較べて一層剛性構造と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノしての特徴を利用したものであるだけに，壁によつて構

成された立面が剛であるばかりでなく，床によつて構成

された平面も又剛であつて，その相互作用による立体的

な剛陸が保たれていることが重要な条件となる。この条

件に欠けtc建物は仮定しtc応力分布がみだされ，思わぬ

所に早期な局部破壊を招き，建物全体の耐力をいちじる

しく低下させることになる。これを防ぐために第6条で

はつとめて剛性の高い鉄筋コソクリeト造床を設けるこ

とを規定し，これによらない場合は水平面において剛な

壁梁を設けなけ耗ばならないことを規定した。

第6条屋根及び床の構造

　屋根及び床は，鉄筋コyクリt・一一ト造又は剛な組立鉄

筋コソクリr－一ト造の床としなければならない。但し，

最下階の床及び階数が2以下の建築物における屋根及

び床ぱ，この限りでない。

　第5条第3項の解説に述べた理由に基ずき，剛性の高

い床として鉄筋コ￥クiJ　’一ト造又は剛な組立鉄筋コソク

リt－’ト造の床とすぺきことを規定した。

　但し最下階の階叉は階数が2以下の建築物における屋

根および床はこの限りではない。しかしその場合は最下

階の床を除き第5条第3項による壁梁を設けなければな

らない。

　なおいずれの場合でも一体式の鉄筋コソクリート造床

を設ければ一番信頼性が大きいことはいうまで毛ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1952・9・8）
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